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Day 10  August 3(Fri.) 
 

 今日も最高気温は１０℃。曇りで時々弱い雨が降

りました。今日はアッシュバートンカレッジで過ご

す最後の一日です。１時間目から５時間目までホス

トファミリーブラザー・シスターと一緒に授業に参

加しました。 

 英語や数学、化学などの他に、体育でバスケット

ボールを楽しんだり、家庭科でチョコレートフォン

デュやカップケーキを作ったりもしました。日本語の授業では、この秋に日本を訪れる生徒

たちと、日本とニュージーランドの名物について学んだ

り、日本語のスキットを作ったりもしました。また、ドラ

マやドイツ語などの授業に参加した生徒もいました。生徒

たちにとっては、この一週間はあっという間に感じたので

はないでしょうか。 

 放課後、いったんホストファミリー宅に戻ってから、料

理を持ち寄り、Farewell Party（さよならパーティー）を
催しました。パーティーは、アシュバートンカレッジの先

生による、バグパイプ演奏と、生徒によるスコティッシュダンスダンスで幕があきました。

次に、校長先生から、本校生徒一人一人に手渡しで修了証が授与されました。それぞれが、

この研修の一日一日を思い出していたのでしょう

か。授与式の後は、本校の生徒から、お世話にな

ったホストファミリーに、歌と踊りのプレゼント

です。最初は校歌の合唱、次に「ありがとう」、

そして、「マルモリ体操」を披露しました。途中

CD の音が飛んでしまうハプニングがありました
が、止まることなく全員がひとつになって対処し

ました。何が起こっても自分たちで切り抜けると

いう姿勢が非常にたくましく、歌にもましてそち

らに感心しました。この研修で、身につけた力は、英語だけではないのだなと改めて感じる

一幕でした。 

 パフォーマンスのあとは、食事をしながらの交流で

す。みな笑顔で話しながら、おいしい料理をほおばっ

ていました。パーティーの締めくくりには本校生徒に

よる、「カントリーロード」と「蛍の光」の合唱を行

いました。名残惜しい思いを込めた歌は、きっとホス

トファミリーの皆さんにも伝わったに違いありませ

ん。 

 静かに名残を惜しむようにパーティーが終わった

とおもったら、なぜか会場の一部から、歓声が。見て
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見ると、男子生徒が NZの生徒とスクラム対決をして
いました！今日一番の笑顔と、盛り上がりだったかも

しれません。一段落したなと思ったら、今度はなんと

女子生徒までスクラム対決！本校生徒もアシュバー

トンの生徒も、お互いに、言葉を超えた交流から感じ

るものは大きかったに違いありません。 

 明日、明後日の最後の週末では、きっと一生忘れる

ことのない良い思い出作りが出来ることでしょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 


